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新たな学園生活のスタート
【芭露学園入学式】

新たな学園生活のスタート
【芭露学園入学式】

町政を問う！！
議員５名が８件の一般
質問を行いました。

町政を問う！！
議員５名が８件の一般
質問を行いました。
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議会だよりは町民有志プロジェクトにより選定された5色のゆうべつの色のうち、そらとしずくいろを使用しています。

常任委員会の活動
議会の活動
湧別高校校長先生への
インタビュー

令和８年度予算を可決
　第１回定例会（３月）
審議ピックアップ
町政を問う



令和８年令和８年
第１回定例会第１回定例会令和８年度予算を可決令和８年度予算を可決

　令和８年第１回定例会は３月４日に開会し、町長から新年度の町政執行方針、教育長か
ら教育行政執行方針が述べられ、令和７年度各会計補正予算、条例の制定および改正、
令和８年度各会計予算など、町から議案等２９件、議会から議案等２件が提出されました。
　また、一般質問等を含め審議を行い、８日間をもって３月１１日に閉会しました。

～総額１４６億４２０万円～～総額１４６億４２０万円～

新庁舎凍結解除の住民投票は否決新庁舎凍結解除の住民投票は否決
町長から提出されていた新庁舎建設の凍結解除
に係る住民投票条例の制定の再議について審議
が行われ、賛成が３分の２以上に達せず否決と
なりました。（関連記事は５ページ）

　湧別町の１年間の収入や、まちづくり、福祉、教育、
道路や施設の整備、役場運営などに要する経費（一般
会計）は、107 億 700 万円、国民健康保険や介護保
険（特別会計）、水道、下水道（公営企業会計）の整
備などに要する経費の合計額は、38億 9,720 万円と
して、令和８年度の収支予算案が提出され、議会の予
算審議を経て、全会一致で原案可決しました。

会　計　名 8年度当初予算額 7年度当初予算額 比　　較

一般会計 107 億 700万円 108億 8,700 万円 1億 8,000 万円減 1.7%減

国民健康保険特別会計 14 億 1,590 万円 14億 5,030 万円 3,440 万円減 2.4%減

後期高齢者医療特別会計 2 億 2,400 万円 1億 8,150 万円 4,250 万円増 23.4%増

介護保険特別会計 11 億 5,990 万円 11億 5,820 万円 170万円増 0.2%増

水道事業会計 3 億 830万円 3億 2,390 万円 1,560 万円減 4.8%減

簡易水道事業会計 1 億 5,630 万円 1億 5,340 万円 290万円増 1.9%増

下水道事業会計 6 億 3,280 万円 6億 2,910 万円 370万円増 0.6%増

合　　計 146 億 420万円 147億 8,340 万円 1億 7,920 万円減 1.2%減

各会計予算額
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事業名 事業費 内　容
ふるさと納税返礼品開発等支援
事業 2,000万円 ふるさと納税返礼品の開発等に取り組む事業者等に対し経費の一部を補

助します。

上湧別庁舎等整備事業 1億4,373万円

来庁者や職員に対する環境改善、温室効果ガス排出量及び消費電力の削
減を図るため、上湧別庁舎、上湧別コミュニティセンター、消防上湧別
出張所、文化センターさざ波のトイレ改修、冷房設備、LED 化などの整
備等改修工事を行います。
・トイレ改修工事　    　1,250 万円
・冷房設備工事　   　1 億 530 万円
・照明 LED 化工事　  　1,280 万円
・ブラインド改修工事　　950 万円
・エントランス改修工事　363 万円

分譲宅地造成事業 1億8,399万円 町内外からの定住促進を図るため、旧湧別小学校跡地の分譲宅地造成工
事を行います。

湧別高等学校学生寮整備・管理運
営事業 1億1,001万円 湧別高等学校学生寮「宿泊交流施設 Yura Yubetsu」の管理運営と駐車

場などを整備する外構整備工事を行います。
高齢者生活福祉センター整備
事業 2,800万円 高齢者生活福祉センターの暖房設備改修及びエアコン設置を行います。

高齢者等外出支援ハイヤー料金助
成事業 2,046万円 利便性向上及び外出機会の提供を図るため、障がい者及び高齢者に対し

ハイヤー券を交付します。

子育て応援祝金支給事業 810万円 子育て支援の推進を図るため、子育て世帯に対し入学・入園等の節目年
齢に 3 度にわたり祝金の支給を行います。

保育ICTサービス導入事業 411万円 保護者の負担軽減や児童に対する安全な保育の提供及び保育事務の効率
化を図るため、登降園管理などを行う保育 ICT サービスを導入します。

医療施設等整備補助事業 759万円 曽我病院、佐々木歯科医院の医療施設等の整備に対し補助を行います。

地域医療維持事業 3,303万円 地域医療に欠かすことのできない入院病床を維持確保するため、曽我病
院に対し補助を行います。

遠軽地区連携地域広域事業 5,316万円
遠軽厚生病院に対し、地域センター病院としての診療機能維持を図るた
め、遠軽町・佐呂間町と共に支援を行います。
・遠軽厚生病院財政支援負担　5,066 万円
・医師確保対策事業　　　　　　250 万円

インフルエンザワクチン接種費
用扶助事業 573万円 インフルエンザワクチンの接種費用を助成します。

一般廃棄物最終処分場整備事業 3億9,856万円
遠軽地区広域組合が実施する一般廃棄物最終処分場の施設整備に対し、
遠軽町・佐呂間町と共に負担します。 

【事業期間】令和 5 年度〜 8 年度【建設場所】湧別町福島

穀類乾燥調製貯蔵施設整備事業 5億8,613万円 小麦の品質及び生産力の向上を図るため、湧別町農業協同組合が所有す
る穀類乾燥調製貯蔵施設の増設整備などに対し補助を行います。

バイオガスプラントエネルギー
利活用事業 1,100万円 バイオガスプラントで発生する余剰エネルギーを有効活用するため、事

業性調査を行います。

農用地湧水処理対策事業 400万円 圃場の湿害等を軽減し、作物の生産性の向上を図るための湧水処理（暗
渠排水）を行う農業者等に対し補助を行います。

森林資源活用プロジェクト推進
事業 2,500万円

森林を起点として、新たな森林管理体制の構築、バイオマスとゼロカー
ボンシティの実現など、地域に必要とされる活性化策や事業化への取り
組みについて調査・検討を行います。

外国人技能実習生等宿舎整備
事業 5,600万円

水産加工部門の深刻な人手不足に必要不可欠な外国人材が暮らしやすい
居住環境の提供のため、外国人技能実習生向け宿舎整備を行う湧別漁業
協同組合に対し、補助を行います。

チューリップフェア40回記念
事業 520万円 40 回の節目を迎えるゆうべつチューリップフェアの魅力を広く発信する

ため、記念事業を行います。

かみゆうべつ温泉チューリップ
の湯整備事業 5,136万円

安定した湯量及び安全できれいな温泉水の確保のため、かみゆうべつ温
泉チューリップの湯のポンプ等取替工事などを行います。
・ポンプ取替工事　　4,160 万円
・ろ過タンク取替工事　976 万円

公営住宅整備事業 5,080万円 老朽化の進んだ花園団地の解体工事と建替の実施設計を行います。

文化センターTOM外壁改修事業 3,000万円 老朽化した外壁の補修工事を行います。

文化センターさざ波舞台吊物装
置改修事業 4,200万円 老朽化した吊物設備の改修工事を行います。

給食無償化事業 3,301万円 義務教育学校前期課程の給食費の無償化に合わせて、義務教育学校後期
課程の給食費の無償化を行います。

（1万円未満切捨て）令和８年度一般会計予算の主な事業	
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。
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績
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委
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教
育
長
の
同
意
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一般会計補正予算の主な内容			   （1万円未満切捨て）

事業名 補正額 内　容
給与費 △3,669万円 職員人件費の実績見込みによる減
ふるさと納税支援業務 △4,300万円 寄附金の実績見込みによる減
新庁舎等整備事業 △3,353万円 新庁舎等整備事業設計業務委託料の執行残による減
ごみ焼却施設整備事業 △4億4,674万円 遠軽地区広域組合負担金の確定見込みによる減
農業振興事業 △9,880万円 穀類乾燥調製貯蔵施設整備事業補助金の事業費確定による減
畜産振興事業 7億2,299万円 畜産・酪農収益力強化整備特別対策事業補助金の追加による増
漁港整備事業 2,363万円 中番屋船揚場整備事業補助金の追加による増
遠軽地区広域組合負担金 △5,190万円 遠軽地区広域組合の負担金確定見込みによる減

令
和
７
年
度
補
正
予
算
の
可
決

　

一
般
会
計
ほ
か
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が

提
出
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
議
決
案
件
は
次
ペ
ー
ジ
に
記

載
。

令和７年度各種会計補正予算			   （1万円未満切捨て）

会　計　名 補正回数 補正額 補正後予算額
一般会計 9 回目 △3億9,816万円 123億3,798万円
国民健康保険特別会計 3 回目 △115万円 14億4,836万円
後期高齢者医療特別会計 1 回目 △269万円 1億7,880万円
介護保険特別会計 4 回目 △2,104万円 11億8,441万円

水道事業会計 収益的支出
4 回目

377万円 2億4,235万円
資本的支出 △814万円 8,335万円

簡易水道事業会計 収益的支出
2 回目

△10万円 1億2,796万円
資本的支出 △204万円 2,386万円

下水道事業会計 収益的支出
4 回目

△535万円 3億8,373万円
資本的支出 △1,781万円 2億2,418万円

新庁舎建設の凍結解除の是非を問う新庁舎建設の凍結解除の是非を問う
住民投票条例は否決住民投票条例は否決

　第２回臨時会において議決された「湧別町新庁舎建設計画の凍結を解除する是非を問う住民投票
条例」について、町長から異議があるため※再議が出され、質疑・討論後に議員全員による特別
多数議決の結果、賛成が３分の２以上に達せず否決され、廃案となりました。討論の内容は次のと
おりです。

※再議とは、議会の議決に異議がある場合、町長が議会に対して審議と議決のやり直しを求めることです。
　再議に出された議案は、出席議員の３分の２以上の賛成がなければ可決されず、廃案となります。
　今回、町長から出された再議は一般的拒否権（地方自治法第１７６条①）と呼ばれるものになります。

●合併推進債という有利な起債を活用し新
庁舎建設をすべきである。
●町長は議員時代に文化センターＴＯＭ周辺
に新庁舎建設の構想を持っていたはずで
ある。
●住民投票は住民に与えられた権利である。

●直近の町長選挙が実質の住民投票であ
り、新庁舎建設については民意が反対と
明確な形で示された。

●既に合併推進債の申請を取り下げており、
条例制定請求にある「合併推進債を活用
した庁舎建設」ができない状況で、住民
に何を問うのか。

住民投票に賛成の意見 住民投票に反対の意見
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　主な内容は、議案審議と一般質問です。
　詳しくは、今後のかわらばんや町ホームページでお知らせします。

次の議会定例会は、６月中旬を予定！

再議
湧別町新庁舎建設計画の凍結を解除する是非を問う住民投票条例の制定の再議について
　令和８年第２回議会臨時会において可決された「湧別町新庁舎建設計画の凍結を解除する
是非を問う住民投票条例」について異議があるため、再議を求めるもの。（特別多数議決）

令和８年２月27日
議決議案第1号

否決

条例

湧別町こども家庭センター条例の制定について
　児童福祉法の規定に基づき、「湧別町こども家庭センター」を設置するため、制定するもの。 原案可決

湧別町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
　特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準の公布に伴い、制定するもの。 原案可決

湧別町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　人事評価の結果を職員の昇給に反映させることに伴い勤務成績の評価期間を改めるため、
制定するもの。

原案可決

湧別町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
　フルタイム会計年度任用職員の保育士の処遇改善のため制定するもの。

原案可決

湧別町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
　道路法施行令の一部の改正に伴い本町の道路占用料について改正するため制定するもの。 原案可決

湧別町上湧別リバーサイドゴルフ場条例の一部を改正する条例の制定について
　物価高騰等に伴う使用料の改正を行うため制定するもの。 原案可決

湧別町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める基準の改正に伴い制定するもの。

原案可決

湧別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について
　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運
営に関する基準の改正に伴い制定するもの。

原案可決

湧別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について
　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の改正に伴い制定するもの。

原案可決

湧別町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について
　乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の改正に伴い制定するもの。

原案可決

人事
教育委員会教育長の任命について
　令和８年３月２０日をもって任期満了となるため、栄町阿部勉氏を任命するもの。 同意

オホーツク町村公平委員会委員の選任について
　令和８年３月３１日をもって任期満了となるため、遠軽町舟木淳次氏を選任するもの。 同意

その他

湧別町過疎地域持続的発展計画の策定について
　総合的かつ計画的な行政運営を図るため議決するもの。 原案可決

公有水面の埋立について
　公有水面埋立法の規定により議決するもの。 原案可決

議員の派遣について
　３月定例会以降、来年３月定例会までの間、議員の出張の取り扱いを議長に一任するもの。 承認

閉会中の所管事務調査等の申出
　総務厚生常任委員会　1)公共施設再配置実行計画の実情と今後の計画について
　産業文教常任委員会　1)水産業の現状と今後の水産振興について
　議会運営委員会　　　次期議会の会期日程等議会運営に関する事項及び議長の諮問に関
　　　　　　　　　　　する事項

承認

※令和７年度補正予算、令和８年度新年度予算は除く。

審 議 結 果 一 覧
Result of Deliberations

令和８年令和８年
第１回定例会第１回定例会
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Q A

　令和８年３月開会の第１回定例会において、５人の議員から　令和８年３月開会の第１回定例会において、５人の議員から
質問があり、理事者の答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）質問があり、理事者の答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）

１　関野一良　議員　　１　関野一良　議員　　①まちづくり懇談会での町民の意見をどう受け止めるか①まちづくり懇談会での町民の意見をどう受け止めるか
　　　　　　　　　　　②町長の報道に対する姿勢について　　　　　　　　　　　②町長の報道に対する姿勢について
２　高田映二　議員２　高田映二　議員　　①オール湧別を進めるには　　①オール湧別を進めるには
　　　　　　　　　　　②ハッカは蘇るか　　　　　　　　　　　②ハッカは蘇るか
３　小形秀和　議員３　小形秀和　議員　　①湧別高校学生寮の２棟目建設計画を至急すべきでは　　①湧別高校学生寮の２棟目建設計画を至急すべきでは
　　　　　　　　　　　②「まちなか再生」について　　　　　　　　　　　②「まちなか再生」について
４　姉崎正弥　議員　４　姉崎正弥　議員　　①幼児期のスポーツ環境整備について　①幼児期のスポーツ環境整備について
５　竹林直人　議員５　竹林直人　議員　　①パブリックコメントについて　　①パブリックコメントについて

Ｑ

Ａ

関
野
議
員

　
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
私
も
７
会
場
へ
出
向
き
、
町

民
か
ら
の
町
政
運
営
に
対
す
る
厳

し
い
意
見
を
拝
聴
し
た
。

懇談会での町民の声
をどう受け止めるか

意見を真摯に受け止
め、検討を重ねて今後
の政策に生かしていく

関 野 議 員関 野 議 員
　
町
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
懇

談
会
を
通
じ
て
、
町
民
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。加

藤
町
長

　
１
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
は
、
こ
れ
ま
で
12

会
場
、
15
自
治
会
で
開
催
さ
れ
、

５
５
５
名
が
参
加
し
た
。
懇
談
会

で
は
道
路
維
持
や
除
雪
、
公
共
交

通
、
熊
対
策
、
観
光
産
業
振
興
な

ど
、
幅
広
い
意
見
や
要
望
が
寄
せ

ら
れ
、
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
特

に
庁
舎
問
題
に
関
す
る
意
見
は
賛

成
・
反
対
双
方
、
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
町
民
の
皆
様
が
真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
る
姿
勢
を
感
じ

た
。
町
長
と
し
て
初
め
て
の
懇
談

会
で
あ
り
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

要
望
に
は
即
答
で
き
な
い
場
合
も

あ
っ
た
が
、
真
摯
に
検
討
し
、
今

後
の
政
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

【
再
質
問
】

関
野
議
員

　
懇
談
会
の
開
催
地
域
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の

か
。
例
え
ば
、
自
治
会
連
合
会
な

ど
で
要
望
の
あ
っ
た
地
域
を
基
準

に
行
わ
れ
た
の
か
。

　

私
も
懇
談
会
へ
出
向
い
た
が
、

そ
の
地
域
の
方
々
の
発
言
少
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
動
員
さ
れ
た
か

の
よ
う
に
町
長
の
支
持
者
が
い
ず

れ
の
会
場
に
お
い
て
も
発
言
し
て

い
る
状
況
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
在
り
方
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
が
、町
長
の
考
え
は
。

加
藤
町
長

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
各
自
治
会

に
開
催
希
望
を
募
り
、
希
望
し
た

地
域
の
み
で
開
催
と
し
、
庁
舎
問

題
の
関
連
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

の
自
治
会
か
ら
も
自
由
に
参
加
で

き
る
形
を
と
っ
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
最
初
に
地
域
の

自
治
会
の
方
々
の
意
見
・
要
望
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
他
の
自
治

会
の
方
の
発
言
を
い
た
だ
い
た
。

今
ま
で
の
懇
談
会
と
は
開
催
方
法

が
異
な
る
が
、
各
地
域
の
要
望
は

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
。

　
次
年
度
に
向
け
て
は
、
自
治
会

と
も
よ
く
協
議
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。
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関
野
議
員

　
旧
中
湧
別
小
学
校
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
複
合
施
設
と
し
て
再
編

成
す
る
内
容
の
記
事
が
令
和
８
年

２
月
24
日
の
北
海
道
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
。

　
議
会
に
説
明
が
な
く
既
成
事
実

化
の
懸
念
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
回
の
報
道
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
意
図
が
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
自
身
の
考
え
と
異
な
る

内
容
で
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
報
道
機
関
へ
注
意
や

抗
議
を
行
っ
て
い
る
か
。

Ｑ

Ａ

旧中湧別小学校の利
活用の報道の意図は

廃校となった４校の
利活用を検討してい
く趣旨である

加
藤
町
長

　
新
聞
報
道
で
、
新
庁
舎
建
設
予

定
地
だ
っ
た
旧
中
湧
別
小
学
校
を

子
育
て
支
援
な
ど
を
行
う
複
合
施

設
と
し
て
再
整
備
す
る
考
え
が
打

ち
出
し
た
と
さ
れ
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。

　

私
の
発
言
の
趣
旨
と
し
て
は
、

中
湧
別
小
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

学
校
統
合
に
よ
っ
て
廃
校
と
な
っ

た
上
湧
別
小
学
校
や
富
美
小
学

校
、
開
盛
小
学
校
に
お
い
て
も
、

学
校
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

今
後
様
々
な
方
々
の
意
見
も
聞
き

議
会
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
子
育
て
支
援
や
、

老
朽
化
し
た
社
会
福
祉
会
館
の
代

替
施
設
な
ど
と
し
て
も
活
用
で
き

な
い
か
、
ま
た
、
実
施
設
計
の
内

容
に
つ
い
て
も
、
参
考
に
で
き
る

も
の
が
あ
れ
ば
、
参
考
に
し
た
い

考
え
で
発
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
報
道
機
関
は
、
報
道
の
自
由
に

基
づ
き
、
取
材
し
、
責
任
を
持
っ

て
記
事
に
し
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
個
別
に
注
意
や
抗
議
は
し

て
い
な
い
が
、
今
後
に
お
い
て
事

実
と
異
な
る
報
道
が
さ
れ
た
場
合

に
は
、
訂
正
を
求
め
る
な
ど
、
対

応
し
て
い
く
。

【
再
質
問
】

関
野
議
員

　
町
民
は
、
庁
舎
と
複
合
施
設
を

含
め
全
て
凍
結
と
理
解
し
て
お

り
、
な
ぜ
中
湧
別
小
学
校
の
利
活

用
の
新
聞
報
道
が
出
て
く
る
の

か
。
町
民
が
混
乱
し
て
し
ま
う
。

　
地
域
づ
く
り
懇
談
会
で
は
耳
を

塞
ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
意
見
が
多

か
っ
た
が
、
町
長
の
言
う
オ
ー
ル

湧
別
と
は
何
を
指
す
の
か
。

加
藤
町
長

　
４
つ
の
学
校
が
廃
校
と
な
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ

う
に
利
活
用
を
進
め
て
い
く
か
、

地
域
の
方
々
や
議
会
の
方
々
と
も

相
談
し
て
い
き
た
い
。

　
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
は
、
厳
し

い
意
見
も
含
め
、
賛
成
反
対
の
意

見
を
よ
く
聞
い
て
お
り
、
時
間
は

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
の

考
え
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
町
民
の
融
和
を
進

め
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
町
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

申
し
上
げ
て
ま
い
り
た
い
。

高
田
議
員

　
町
長
は
、
昨
年
10
月
19
日
の
町

長
選
挙
に
お
い
て
初
当
選
を
飾
り

第
４
代
の
湧
別
町
長
に
就
任
を
さ

れ
た
。

　

熾
烈
な
選
挙
戦
と
な
っ
た
が
、

結
果
は
民
意
の
表
れ
で
あ
り
、
評

価
で
あ
る
。

　
町
民
は
町
長
に
湧
別
町
の
屋
台

骨
を
託
し
た
わ
け
で
あ
り
、
選
挙

戦
が
終
わ
れ
ば
ノ
ー
サ
イ
ド
で
あ

る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
民
一
丸
と

な
っ
て
融
和
を
図
り
、
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
前
進
す
べ
き
も
の
と
思

う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
れ
、

Ｑ

Ａ

町民一丸でオール湧
別を進めるには

町民の声に耳を傾け
対話を大切に課題解
決に努める

そ
の
上
で
、
自
分
の
カ
ラ
ー
を

し
っ
か
り
と
出
し
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
、
湧
別
町
の
機
運
を
少
し

で
も
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う

か
と
思
う
。

　
今
後
、
町
長
は
ど
の
よ
う
な
姿

で
町
民
の
心
を
と
ら
え
、
そ
し
て

ま
と
め
て
い
く
考
え
か
。

高 田 議 員高 田 議 員
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加
藤
町
長

　

昨
年
10
月
19
日
の
町
長
選
挙

は
、
新
庁
舎
建
設
の
是
非
が
最
大

の
争
点
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、

庁
舎
建
設
は
凍
結
す
る
と
い
う
私

の
公
約
を
支
持
す
る
町
民
の
方
が

多
か
っ
た
が
、
議
会
の
所
信
表
明

な
ど
で
繰
り
返
し
申
し
上
げ
て
い

る
と
お
り
、
私
は
町
を
分
断
す
る

た
め
に
、町
長
選
挙
に
立
候
補
し
、

町
長
に
な
っ
た
わ
け
で
な
い
。

　
議
員
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
選

挙
が
終
わ
れ
ば
、
ノ
ー
サ
イ
ド
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
町
民
一
丸
と

な
っ
て
融
和
を
図
り
、
ス
ク
ラ
ム

を
組
ん
で
前
進
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
現
場
主
義
を
徹
底
し
、
机
上
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
私
自
身
が

現
場
や
各
種
会
議
、
会
合
に
積
極

的
に
出
向
き
、
現
状
や
問
題
を
直

接
把
握
し
、
政
策
判
断
に
生
か
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
挨
拶
は
職
員
の
敬
意
や

存
在
承
認
を
示
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
の
人
間
関
係
の
進

化
に
も
寄
与
す
る
と
思
っ
て
お

り
、
職
員
に
も
奨
励
し
、
役
場
全

体
と
し
て
、
町
民
皆
様
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
町
民
の
声
な
き
声
に

耳
を
傾
け
、
町
民
と
の
対
話
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
知
恵
を
出
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
努
め
て
い

く
。

　
当
然
ひ
と
つ
の
行
政
課
題
に
対

し
、
異
な
る
町
民
の
意
見
、
要
望

が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、

町
民
目
線
で
考
え
、
様
々
な
考
え

方
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上

で
、議
員
の
皆
様
と
議
論
を
重
ね
、

責
任
を
持
っ
た
判
断
と
説
明
責
任

を
町
民
の
皆
様
に
対
し
て
果
た
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
れ
が
議
員
の
言
わ
れ
る
融
和
を

図
り
、
オ
ー
ル
湧
別
に
向
け
て
、

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
。

【
再
質
問
】

高
田
議
員

　
歴
代
町
長
が
定
期
的
に
行
っ
て

い
た
湧
別
高
校
生
と
の
対
話
交
流

の
継
続
や
若
年
層
と
の
意
見
交
換

の
場
を
増
や
し
、
町
へ
の
要
望
や

提
言
を
求
め
、
多
様
な
意
見
を
町

政
に
活
か
す
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
役
場
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、

職
場
環
境
を
良
好
な
も
の
に
し
、

町
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
。

　
湧
別
町
を
支
え
る
に
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
「
愛
町
精
神
」
が

重
要
で
あ
り
、「
人
と
自
然
が
輝

く
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
ま
ち
」
を
目
指

し
尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
。

加
藤
町
長

　
私
も
議
員
時
代
に
湧
別
高
校
生

と
の
意
見
交
換
会
に
何
度
か
出
席

し
貴
重
な
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
町
長
と
し
て

し
っ
か
り
と
高
校
生
の
意
見
を
聞

い
て
ま
い
り
た
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
若
年
層
に
つ
い
て

の
意
見
で
あ
る
が
、
私
は
若
年
層

ば
か
り
で
な
く
、
各
世
代
の
方
々

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
も
設
け
積

極
的
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て

ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
職
場
環
境
の
件
で
あ
る

が
、
職
員
の
皆
様
の
い
ろ
い
ろ
な

意
見
要
望
を
聞
き
、
職
場
環
境
の

改
善
を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、
総
合
計
画
に
あ
る

「
人
と
自
然
が
輝
く
」
こ
の
理
念

の
も
と
に
、
私
も
こ
れ
か
ら
町
政

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。高

田
議
員

　
本
町
は
北
見
工
業
大
学
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
が
、
町
長

は
、
協
定
に
よ
り
ハ
ッ
カ
産
地
と

し
て
栄
え
た
湧
別
町
の
再
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と

期
待
感
を
示
さ
れ
た
。

　
今
、
世
界
的
に
天
然
香
料
の
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
元
々
ハ
ッ

カ
を
育
ん
だ
地
域
の
歴
史
が
あ
る

の
で
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
お
り
、
北
見
工
業
大
学
陽

川
憲
准
教
授
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

方
の
ハ
ッ
カ
栽
培
の
き
っ
か
け
を

作
っ
た
湧
別
町
を
実
証
フ
ィ
ー
ル

Ｑ

Ａ

ハッカによるイメー
ジアップの考えは

ブ ラ ン デ ィ ン グ 強
化、新商品開発など
に期待し進めたい

ド
に
、
ハ
ッ
カ
な
ど
の
香
料
作
物

の
資
源
調
査
や
、
栽
培
研
究
を
進

め
た
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
い
ず
れ

新
商
品
開
発
や
、
販
売
開
拓
が
で

き
、
香
り
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

も
利
用
も
考
え
ら
れ
、
本
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
期

待
と
方
向
性
の
考
え
を
持
っ
て
い

る
か
。加

藤
町
長

　
昨
年
12
月
、
北
見
工
業
大
学
と

の
間
で
、
産
業
振
興
や
地
域
経
済

の
発
展
な
ど
、
5
項
目
に
わ
た
る

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

　
具
体
的
な
取
組
の
一
つ
が
、
本

町
を
実
証
実
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
活
用
し
、
ハ
ッ
カ
を
は
じ
め

と
す
る
香
料
作
物
の
資
源
調
査

や
、
栽
培
研
究
を
推
進
し
て
い
く

計
画
で
あ
り
、
本
年
4
月
の
雪
解

け
後
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
湧
別
バ

イ
オ
ガ
ス
株
式
会
社
の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
施
設
内
に
あ
る
試
験

圃
場
を
活
用
し
、
数
種
類
の
香
料

作
物
な
ど
の
栽
培
試
験
及
び
研
究

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、現
在
、

北
見
工
業
大
学
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。
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か
つ
て
日
本
有
数
の
ハ
ッ
カ

の
産
地
と
し
て
栄
え
た
本
町
で

「
ハ
ッ
カ
の
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
将
来

的
に
は
栽
培
か
ら
、
商
品
ま
で
一

貫
し
た
産
業
体
系
の
構
築
を
図

り
、町
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
、

新
商
品
の
開
発
、
雇
用
の
創
出
、

さ
ら
に
は
、
民
間
企
業
の
参
入
促

進
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
未
来

像
を
描
く
こ
と
が
難
し
い
部
分
も

多
く
あ
る
が
、
北
見
工
業
大
学
が

実
施
す
る
試
験
研
究
な
ど
へ
の
支

援
を
進
め
る
と
同
時
に
、
町
内
の

関
係
団
体
に
も
協
力
を
依
頼
し
な

が
ら
、
新
た
な
可
能
性
を
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
再
質
問
】

高
田
議
員

　
北
見
工
業
大
学
の
陽
川
憲
准
教

授
が
立
ち
上
げ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
、
植
物
由
来
の
有
用
成
分
「
二

次
代
謝
物
」
を
製
造
す
る
会
社
と

は
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
を
持
っ

て
い
く
の
か
ど
う
か
。

加
藤
町
長

　
今
後
、
会
社
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
も
し

立
ち
上
げ
た
な
ら
、
私
は
支
援
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

加 藤 町 長加 藤 町 長

Ｑ

Ａ

湧別高校学生寮の２棟目
を建設すべきでは

早急な対応が必要と考え、
整備方針、スケジュール
整理し進める

小
形
議
員

　
湧
別
高
校
の
学
生
寮
は
高
校
出

身
の
長
谷
川
芳
博
様
の
御
寄
附
を

い
た
だ
き
建
設
さ
れ
、
今
春
、
運

用
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
当
初
、
入
寮
者
の
確
保
が
心
配

さ
れ
た
が
、
予
想
以
上
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
道
外
か
ら
７
名
、
道

内
か
ら
４
名
の
希
望
者
が
あ
り
、

11
室
へ
の
入
寮
が
決
ま
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
残
り
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
含
む
６
室
と
な
っ
て
い

る
。

　
湧
別
町
の
高
校
体
験
入
学
訪
問

に
対
す
る
支
援
や
寮
費
が
安
価
な

点
な
ど
、
湧
別
高
校
存
続
へ
の
支

援
策
が
功
を
奏
し
、
湧
別
高
校
の

小 形 議 員小 形 議 員

2
間
口
が
確
保
さ
れ
た
。

　
良
い
方
向
に
考
え
る
と
、
令
和

９
年
度
以
降
も
令
和
８
年
度
と
同

等
程
度
の
入
学
者
が
見
込
ま
れ
る

が
、
今
後
、
学
生
寮
が
足
り
な
い

状
況
が
予
測
さ
れ
る
。

　
入
学
す
る
者
を
拒
む
こ
と
な
く

受
け
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
湧
別
高
校
の
存
続
に
対
す
る

湧
別
町
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い

る
。

　
町
の
人
口
減
少
を
防
ぐ
対
策
と

と
ら
え
ず
、
人
口
増
加
を
進
め
る

施
策
と
し
て
進
め
る
こ
と
が
、
町

長
の
考
え
る
以
前
の
よ
う
な
華
や

か
な
中
湧
別
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

　
湧
別
高
校
学
生
寮
２
棟
目
建
設

に
向
け
、
至
急
、
建
設
計
画
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

加
藤
町
長

　
湧
別
高
校
に
つ
い
て
は
、
１
学

年
２
間
口
の
維
持
を
町
の
重
要
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
、
湧
別
高
校

の
魅
力
化
向
上
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
、
湧
別
高
校
の
卒
業
生

で
あ
る
長
谷
川
芳
博
様
よ
り
学
生

寮
の
建
設
の
御
寄
附
を
い
た
だ

き
、
課
題
で
あ
っ
た
遠
方
か
ら
の

生
徒
の
受
入
れ
体
制
が
整
っ
た
。

　
今
春
の
湧
別
高
校
新
入
生
は
６

年
ぶ
り
に
２
ク
ラ
ス
編
成
に
な
る

見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、道
外
や
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
外
か
ら
の
入
学
予

定
の
生
徒
で
あ
る
地
域
み
ら
い
留

学
生
も
11
名
と
予
想
を
大
き
く
上

回
り
、
学
生
寮
の
整
備
が
そ
の
要

因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
１
学
年
、
２
ク
ラ
ス
編

成
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
町
内

の
義
務
教
育
学
校
卒
業
者
数
の
推

移
を
見
据
え
、
町
外
か
ら
の
地
域

み
ら
い
留
学
生
の
継
続
的
な
募

集
、
受
入
れ
は
不
可
欠
と
考
え
て

お
り
、
湧
別
高
校
学
生
寮
の
２
棟

目
の
建
設
に
つ
い
て
も
議
員
と
同

様
に
早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
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小
形
議
員

　
令
和
８
年
度
の
町
政
執
行
方
針

に
お
い
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ

Ｍ
周
辺
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
施

設
ご
と
の
機
能
向
上
に
関
し
、
本

年
度
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
湯
、
上

湧
別
百
年
記
念
広
場
、
旧
中
湧
別

駅
跨
線
橋
の
機
能
向
上
に
向
け
、

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
な
ど
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の

か
。加

藤
町
長

　
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ
周
辺
の

活
性
化
に
つ
い
て
は
、
飲
食
店
、

宿
泊
施
設
、
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ

　
現
状
、
地
域
み
ら
い
留
学
生
募

集
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
学
生
寮

１
階
の
客
室
６
室
を
活
用
し
た
受

入
れ
を
考
え
て
い
る
が
、
令
和

９
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
学
生
寮
の
配
置
や
、
土
地
の

利
用
、
今
後
の
管
理
体
制
等
を
総

合
的
に
考
え
る
と
、
既
存
の
学
生

寮
に
増
築
す
る
こ
と
が
、
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

整
備
方
針
や
財
源
、
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
整
理
し
た
上

で
、
議
会
と
も
ご
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
再
質
問
】

小
形
議
員

　
私
は
も
う
１
棟
建
て
て
も
良
い

の
で
は
と
考
え
て
い
る
が
、
増
築

に
す
る
の
か
、
１
戸
建
て
に
す
る

の
か
町
長
の
考
え
は
。

加
藤
町
長

　
財
源
の
確
保
と
い
う
大
き
な
課

題
も
あ
る
。
増
築
に
す
る
か
、
新

た
な
建
物
に
す
る
か
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

文化センタートム周
辺の活性化とは

幼児向けスポーツ教
室への支援を

にぎわいのあるまち
の創出であり、具体
的な検討を進める

支援を検討するが、
現行補助制度も活用
いただきたい

Ｍ
な
ど
五
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
向
上
や
活

性
化
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち
の
創
出
を
目
指

す
も
の
で
、
既
に
学
生
寮
兼
宿
泊

施
設
や
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の

整
備
が
終
了
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
で
は
、
庁
舎

内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

検
討
に
始
ま
り
、
地
域
力
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘
し
、
町
な
か

再
生
や
五
つ
の
ゾ
ー
ン
に
求
め
ら

れ
る
機
能
に
つ
い
て
、
先
進
事
例

を
参
考
に
、
若
手
住
民
の
参
加
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や

関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
協
議
を
重

ね
て
き
た
。

　
令
和
８
年
度
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
湯
、上
湧
別
百
年
記
念
広
場
、

旧
中
湧
別
駅
跨
線
橋
の
機
能
向
上

策
に
つ
い
て
、
道
の
駅
と
し
て
の

魅
力
度
ア
ッ
プ
や
24
時
間
ト
イ
レ

の
機
能
不
足
へ
の
対
応
、
駐
車
場

の
規
模
や
安
全
性
の
改
善
な
ど
７

点
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
町
民
を
は
じ
め
関
係
機

関
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
協
議
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
再
質
問
】

小
形
議
員

　
町
長
の
選
挙
時
の
選
挙
公
約
に

な
る
が
、
道
の
駅
愛
ラ
ン
ド
湧
別

の
再
生
を
検
討
し
、
大
自
然
や
観

光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
増

加
を
図
る
と
の
新
聞
記
事
を
拝
見

し
た
。

　
北
見
と
湧
別
に
し
か
な
い
、
遊

具
を
置
い
て
い
る
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

加
藤
町
長

　
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招

聘
事
業
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｍ
周
辺

の
ま
ち
な
か
整
備
、
道
の
駅
愛
ラ

ン
ド
湧
別
な
ど
の
観
光
施
設
の
機

能
向
上
へ
の
提
言
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
向

け
道
の
駅
の
在
り
方
を
総
合
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

姉
崎
議
員

　
幼
児
期
は
、
運
動
機
能
の
発
達

に
お
い
て
重
要
な
時
期
と
言
わ

れ
、
３
歳
か
ら
６
歳
頃
は
、
走
る

飛
ぶ
、
投
げ
る
、
と
い
っ
た
基
本

的
な
動
き
を
身
に
つ
け
る
時
期
で

あ
り
、
多
様
な
動
き
を
経
験
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
運
動

能
力
が
形
成
さ
れ
、
運
動
へ
の
意

欲
や
、
社
会
性
の
育
成
に
も
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
子
供
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
環
境

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一

方
で
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
会
員
減
少

や
、
指
導
者
不
足
と
い
っ
た
問
題

が
生
じ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
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幼
児
期
の
段
階
か
ら
運
動
機
会

の
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
的

な
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
や
競
技

活
動
の
形
成
に
つ
な
が
る
可
能

性
、
移
住
定
住
の
促
進
の
観
点
か

ら
も
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
地
域

の
魅
力
向
上
に
意
義
を
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
域
の
中
か
ら
、
新

た
な
指
導
者
が
育
成
さ
れ
る
な
ど

人
材
の
発
掘
に
も
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
幼
児
期
に
お
け
る
多
様
な
運
動

機
会
の
創
出
を
図
る
た
め
、
民
間

事
業
者
や
地
域
団
体
が
実
施
す
る

幼
児
向
け
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
取
組

を
支
援
す
る
制
度
を
創
設
し
て
は

と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

加
藤
町
長

　
幼
児
期
は
運
動
機
能
の
発
達
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ

り
、
本
町
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
の
幼
児
教
育
・
保
育
活
動
と

し
て
は
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
の
運
動

的
な
遊
び
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
す
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
専
門
講
師
に
よ
る
鉄

棒
や
マ
ッ
ト
運
動
な
ど
の
直
接
指

導
、
保
育
士
に
対
す
る
指
導
方
法

の
研
修
な
ど
、
幼
児
の
運
動
能
力

形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
町
民
の
自
主
的
、

自
発
的
な
活
動
に
対
し
て
の
経
費

を
一
部
支
援
す
る
「
生
涯
学
習
振

興
奨
励
事
業
補
助
金
制
度
」
を
設

け
て
い
る
他
、
健
康
運
動
実
践
指

導
者
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
教
育

委
員
会
職
員
が
お
り
、
必
要
に
応

じ
て
派
遣
し
て
、
指
導
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
本
町
で
は
幼
児
向
け
に

運
動
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し
て

い
る
民
間
事
業
者
団
体
は
な
い

が
、
今
後
、
民
間
事
業
者
や
団
体

な
ど
が
組
織
さ
れ
れ
ば
、
支
援
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

竹 林 議 員竹 林 議 員

Ｑ

Ａ

竹
林
議
員

　
町
が
行
っ
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
０

件
で
あ
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
役
割
を
十
全
に
果
た

し
て
い
る
と
は
言
い
づ
ら
い
状
況

な
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　
町
政
に
対
す
る
町
民
か
ら
の
意

見
を
町
に
伝
え
る
た
め
に
、今
後
、

町
長
に
お
い
て
は
、
何
ら
か
の
手

法
を
と
る
予
定
は
あ
る
か
。

町政に対する町民の意見
の広聴の手法は

現在行っている取り組み
を更に充実・拡充する

加
藤
町
長

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
湧

別
町
自
治
基
本
条
例
に
定
め
る
町

民
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
対
象
政
策

は
、
町
政
運
営
の
基
本
と
な
る
条

例
の
制
定
や
、
公
共
施
設
の
整
備

に
係
る
基
本
的
な
計
画
の
策
定

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策

に
限
定
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

は
12
件
の
政
策
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
結

果
、
47
通
の
御
意
見
を
頂
い
て
い

る
。

　
広
聴
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
様
々
な
手
法
を
講
じ
て
お
り
、

団
体
や
サ
ー
ク
ル
を
対
象
と
し

【
再
質
問
】

姉
崎
議
員

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
補
助
金
制
度

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
分
か
り
に

く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
制
度

の
使
用
の
回
数
制
限
や
年
数
制

限
、
１
団
体
当
た
り
の
年
間
上
限

額
が
あ
る
の
か
。
制
度
利
用
の
１

回
当
た
り
上
限
額
が
10
万
円
と
理

解
し
て
い
る
が
い
か
が
か
。

　
ま
た
、
要
綱
の
中
に
、
実
施
団

体
に
所
属
し
て
い
る
方
へ
の
謝
礼

は
適
用
外
と
な
っ
て
い
る
が
、
団

体
に
所
属
せ
ず
、
外
部
指
導
者
と

い
う
形
で
あ
れ
ば
、
謝
礼
は
適
用

さ
れ
る
か
。

加
藤
町
長

　
補
助
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
年

間
で
10
万
円
以
内
と
定
め
て
い

る
。
ま
た
、
講
習
会
教
室
の
開
催

な
ど
に
対
し
、
二
千
円
及
び
交
通

費
の
補
助
も
あ
る
の
で
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
謝
礼
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会

を
組
織
し
て
実
施
す
る
場
合
な

ど
、
外
部
組
織
に
対
す
る
謝
礼
に

つ
い
て
は
適
用
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

姉 崎 議 員姉 崎 議 員
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令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
を
可
決

た「
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

や
町
民
個
人
が
町
長
と
話
し
合
う

「
町
長
い
つ
で
も
カ
フ
ェ
」、
さ
ら

に
、
自
治
会
と
町
が
共
催
で
行
う

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
も
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
御
意
見
を

お
手
紙
で
申
し
受
け
る
「
町
長
へ

の
手
紙
」
や
メ
ー
ル
に
よ
る
受
け

付
け
も
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
を
地
域
担
当
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
各
自
治
会
に
配
置

し
、
地
域
の
要
望
な
ど
は
ス
タ
ッ

フ
を
通
じ
て
受
け
付
け
る
体
制
も

整
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。

【
再
質
問
】

竹
林
議
員

　
町
民
の
意
見
を
気
軽
に
聞
い
て

い
た
だ
く
に
は
、「
町
長
い
つ
で

も
カ
フ
ェ
」
と
い
っ
た
形
で
は
、

時
間
に
余
裕
の
あ
る
人
間
で
な
け

れ
ば
利
用
で
き
な
い
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
に
お
い
て
も
形

式
ば
っ
た
も
の
で
、
発
言
が
し
づ

ら
い
状
況
と
考
え
る
。

　
町
民
の
ほ
う
か
ら
町
長
の
方
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
の
で
は
な
く
、
町

長
の
方
か
ら
意
見
を
持
っ
て
い
る

方
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
ア
ク
セ
ス
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。

　

町
長
は
選
挙
期
間
中
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
始
め
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

オ
ー
ル
湧
別
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
逆
側
の
意
見
に
な
っ
た
方
た

ち
に
、
自
身
の
意
思
を
表
明
す
る

媒
体
と
し
て
、
ま
た
、
我
々
議
員

も
開
か
れ
た
議
会
を
進
め
る
た
め

に
、
町
長
が
こ
れ
ら
を
活
用
し
、

町
を
一
つ
に
す
る
た
め
の
情
報
を

発
信
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
。加

藤
町
長

　
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
手
法
に
よ

り
、
若
い
世
代
の
方
々
に
も
自
分

の
意
見
を
言
え
る
場
を
拡
充
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
私
の
意
見
に
賛
成
す
る

方
が
多
い
地
域
と
私
の
意
見
に
反

対
す
る
地
域
が
現
実
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
私
の
考
え
を
皆
さ
ん
に
伝

え
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と

取
り
組
ん
で
お
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
議
会
に
つ
い
て
も
、

議
員
の
皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
町
民
に
議
会

及
び
行
政
の
進
め
方
を
理
解
し
て

町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告

　
昨
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
令
和
７
年
の
国
勢
調
査
が
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
・
世
帯
を
対
象
と
し
た
、
国
の

最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、

第
１
回
調
査
は
大
正
９
年
に
実
施

さ
れ
、
今
回
の
調
査
は
22
回
目
と

な
り
、
人
口
や
世
帯
数
、
男
女
別
、

産
業
別
の
人
口
構
成
、
居
住
状
況

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
に
お
け
る
町
の
独
自
集
計

令
和
７
年
国
勢
調
査

と
し
て
は
、
本
町
の
人
口
は
７
５

３
８
人
で
、
前
回
の
令
和
２
年

調
査
よ
り
７
３
２
人
の
減
で
８
．

９
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
地
区

別
で
見
ま
す
と
、
湧
別
地
区
は
３

４
７
７
人
で
、
前
回
よ
り
３
２
６

人
の
減
、
上
湧
別
地
区
は
４
０
６

１
人
で
、
前
回
よ
り
４
０
６
人
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
数
は
３
６
０
５
世

帯
で
、前
回
よ
り
87
世
帯
の
減
で
、

２
．４
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

地
区
別
で
見
ま
す
と
、
湧
別
地
区

は
１
６
３
７
世
帯
で
、
前
回
よ
り

２
世
帯
の
増
、
上
湧
別
地
区
は
１

９
６
８
世
帯
で
、
前
回
よ
り
８
９

世
帯
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
に
お
け
る
減

少
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
少
子

化
の
進
行
と
若
年
層
の
町
外
転
出

な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
調
査
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
調
査
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
調
査
員
の
皆
様
の
ご
労
苦
に
対

し
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令和８年

令和８年１月１９日開会
～補正予算を可決～

第１回  臨時会

第１回臨時会が１月１９日に開会し、町長から
議案等４件、議会から発議１件が提出され、審
議しました。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
が
提
出

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

（
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
捨
て
）

◇
一
般
会
計

・
補
正
合
計
で
５
４
５
６
万
円
を

追
加
し
、
総
額
１
２
７
億
２
４
０

４
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

〇
普
通
交
付
税

７
３
２
万
円

も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
十
分

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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新
庁
舎
建
設
に
伴
う
住
民

投
票
の
趣
旨
の
尊
重
を

求
め
る
決
議

副
町
長
の
選
任

〇
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

２
８
８
０
万
円

〇
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

　
手
当
支
給
事
業
補
助
金

１
８
４
４
万
円

　
公
用
車
の
物
損
事
故
に
お
け
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
が
決
定

し
た
こ
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
退
任
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
委

員
の
後
任
の
任
命
に
同
意
を
求
め

ら
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
　
中
湧
別
南
町

三
橋　
裕
介
氏

　
退
任
に
伴
い
、
欠
員
と
な
っ
て

い
た
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に

同
意
を
求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　
　
錦
町

細
川　
徳
之
氏

　
任
期
満
了
に
よ
り
欠
員
と
な
っ

て
い
た
副
町
長
の
選
任
に
同
意
を

専
決
処
分
の
報
告

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

求
め
ら
れ
、
賛
成
多
数
で
同
意
し

ま
し
た
。

　
　
錦
町

細
川　
徳
之
氏

　
竹
林
議
員
ほ
か
１
名
の
賛
成
者

か
ら
、
新
庁
舎
建
設
事
業
の
凍
結

及
び
契
約
解
除
に
対
す
る
抗
議
と

住
民
投
票
の
尊
重
に
つ
い
て
決
議

が
追
加
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

賛
成　
６
名

反
対　
４
名

町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告

　
町
内
に
居
住
す
る
方
よ
り
提
訴

さ
れ
て
い
る
訴
訟
の
状
況
に
つ
い

て
、
原
告
の
方
が
取
得
し
た
非
木

造
家
屋
に
つ
い
て
、
評
価
の
際
に

乗
じ
て
い
る
調
整
率
の
適
用
箇
所

に
過
ち
が
あ
る
な
ど
と
し
て
、
平

成
17
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で

町
に
納
付
し
た
固
定
資
産
税
に
過

納
付
が
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償

金
３
９
万
２
８
０
０
円
の
支
払
い

を
求
め
ら
れ
た
損
害
賠
償
請
求
事

件
の
控
訴
審
で
す
。

　
去
る
12
月
18
日
に
、
札
幌
高
等

裁
判
所
で
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、

裁
判
所
の
判
決
主
文
は
、「
本
件

控
訴
を
棄
却
す
る
。
控
訴
費
用
は

控
訴
人
の
負
担
と
す
る
。」
で
あ

り
、
第
１
審
の
判
決
内
容
を
全
面

的
に
支
持
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

　
昨
年
12
月
の
第
４
回
議
会
定
例

会
の
所
信
表
明
で
申
し
上
げ
た
、

新
庁
舎
整
備
に
係
る
設
計
業
務
委

託
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
、
昨
年

12
月
22
日
付
け
で
契
約
解
除
通
知

書
を
送
付
し
、
履
行
部
分
の
委
託

料
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
そ
の
協
議
が
整
い
、

解
除
日
を
１
月
31
日
と
し
、
契
約

先
で
あ
る
梓
・
岩
見
田
設
計
共
同

企
業
体
と
の
間
で
、
契
約
解
除
合

意
書
を
１
月
５
日
に
締
結
い
た
し

ま
し
た
。

　
こ
の
解
除
に
よ
り
、
当
初
契
約

額
の
２
億
３
９
６
９
万
円
が
２
億

６
６
９
万
円
と
な
り
、
３
３
０
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
に
執
務
環
境
プ
ラ

ン
策
定
支
援
業
務
の
契
約
先
で
あ

る
大
丸
株
式
会
社
道
北
支
店
北
見

出
張
所
と
の
間
に
お
い
て
も
、
１

月
31
日
を
解
除
日
と
し
た
契
約
解

除
合
意
書
を
１
月
９
日
に
締
結
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
解
除
に
よ
り
、
当
初
契
約

額
の
４
８
４
万
円
が
４
３
０
万
１

住
民
訴
訟

新
庁
舎
整
備
に
係
る
設
計

業
務
委
託
契
約
解
除
合
意

　
判
決
理
由
と
し
て
、
本
件
の
固

定
資
産
税
は
、
評
価
額
に
調
整
率

を
乗
じ
る
方
法
で
、
最
終
的
な
評

価
額
を
算
出
す
る
と
い
う
通
知
に

基
づ
い
て
算
出
し
た
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
国
家
賠
償
法
上
の
故
意

又
は
過
失
、違
法
性
が
な
い
こ
と
、

ま
た
、
原
告
の
主
張
す
る
評
価
方

法
に
よ
る
べ
き
こ
と
の
根
拠
が
見

当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
第
１
審

の
判
決
は
相
当
で
あ
る
と
結
論
付

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
方
の
主
張
が
全
面
的
に
認
め

ら
れ
た
判
決
と
な
り
ま
し
た
が
、

控
訴
人
は
、
こ
の
判
決
結
果
を
不

服
と
し
て
、
12
月
25
日
付
で
上
告

手
続
き
を
行
っ
た
旨
、
当
方
代
理

人
で
あ
る
弁
護
士
か
ら
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　
控
訴
人
が
裁
判
所
に
提
出
し
た

上
告
状
並
び
に
上
告
理
由
書
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
担
当
弁
護
士
よ
り

届
い
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
上
告

理
由
等
の
内
容
詳
細
は
不
明
で

は
あ
り
ま
す
が
、
控
訴
審
と
同
様

に
代
理
人
で
あ
る
担
当
弁
護
士
と

し
っ
か
り
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
な

が
ら
取
り
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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新
庁
舎
建
設
凍
結
解
除

住
民
投
票
条
例
の
制
定

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
専
決
処
分

町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告

　
去
る
１
月
27
日
に
ホ
ク
レ
ン
農

業
協
同
組
合
連
合
会 

代
表
理
事

会
長
篠
原
末
治
様
よ
り
「
湧
別
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進

事
業
」
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、

１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
の
申
し
出

を
い
た
だ
き
、
２
月
16
日
に
有
り

難
く
受
納
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重

な
浄
財
は
、
ご
意
向
に
沿
っ
て
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
今
回
で
記
念
す
べ
き
40
回
目
と

な
り
ま
し
た
「
湧
別
原
野
オ
ホ
ー

ツ
ク
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

大
会
」
が
、
去
る
２
月
22
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
去
２
年
は
、
雪
不
足
に
よ
る

コ
ー
ス
短
縮
が
続
き
、
本
年
の
大

会
で
は
、
全
長
80
キ
ロ
の
湧
別
原

野
コ
ー
ス
を
使
用
し
て
の
開
催
を

目
指
し
ま
し
た
が
、
今
冬
も
遠
軽

町
内
の
一
部
区
間
で
降
雪
量
が
不

足
し
コ
ー
ス
造
成
が
困
難
と
な

り
、
昨
年
同
様
、
遠
軽
町
東
球
場

を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
「
湧
別
コ
ー

ス
」
を
メ
イ
ン
と
す
る
形
で
実
施

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
気
温

も
高
く
風
も
弱
い
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
大
き
な
事

寄
付
の
採
納

第
40
回
記
念
湧
別
原
野

 

オ
ホ
ー
ツ
ク
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

千
円
と
な
り
、
５
３
９
千
円
の
減

額
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
今
回
の
契
約
解
除
に
よ

り
、
私
が
公
約
に
掲
げ
ま
し
た
、

新
庁
舎
整
備
事
業
の
凍
結
に
関
し

て
の
事
務
処
理
は
、
概
ね
完
了
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道及び町関係工事発注状況			   （1万円未満切捨て）

工事名 工事場所 工期 請負金額 請負業者

中土場川道単砂防工事
（補正）（冬） 南兵村二区 R8.3.23 1,925万円 髙橋土建㈱

（佐呂間町）
芭露川大規模特定河川
改修工事２工区（補正）

（明渠）外
芭露（芭露川右岸
ポン川合流点付近） R8.3.23 4,202万円 ㈱岸組

（佐呂間町）
学校施設体育館空調設備
設置工事実施設計
業務委託

錦町、屯田市街地、
芭露 R8.3.27 1,342 万円 ㈱日本工房

（札幌市）

令和８年

令和８年２月２７日開会
～専決処分の承認～

第２回  臨時会

第２回臨時会が２月２７日に開会し、町長から
議案２件が提出され、審議しました。

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計

　
１
２
１
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
１
２
７
億
３
６
１
４
万
円
と
し

ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

〇
衆
議
院
議
員
選
挙
費
委
託
金

１
２
１
０
万
円

　
請
求
代
表
者
か
ら
新
庁
舎
建
設

計
画
の
凍
結
を
解
除
す
る
是
非
を

問
う
住
民
投
票
条
例
の
制
定
の
請

求
が
あ
り
、
町
長
の
意
見
を
付
し

て
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

※
本
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

３
月
４
日
開
催
の
定
例
会
に
お

い
て
再
議
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

が
３
分
の
２
以
上
に
達
せ
ず
否

決
さ
れ
、廃
案
と
な
り
ま
し
た
。

故
も
な
く
終
了
し「
湧
別
コ
ー
ス
」

の
完
走
者
数
は
４
０
８
名
で
完
走

率
99
．76
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
大
会
が
40
年
に
わ
た
り
継
続

し
て
き
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
町
民
の
皆
様
に
よ
る
献
身
的
な

協
力
と
温
か
い
お
も
て
な
し
が
参

加
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
成
果
と
感
じ
て
お
り
、
本
大
会

開
催
に
あ
た
り
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
町
民
や
関
係
機
関

の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
８
年

第
１
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
２
月
５
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
保
健
師
・
保
育
士
の
人
員
配

置
及
び
業
務
に
つ
い
て
」
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
専
門
的
職
員
確
保
の
た
め
の

就
業
時
資
金
貸
付
」
に
つ
い
て
、

総
務
課
担
当
者
か
ら
、
人
員
の
配

置
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
福
祉

課
及
び
健
康
こ
ど
も
課
担
当
者
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
に
お
い

て
、
町
の
子
育
て
対
策
を
担
う
職

員
の
配
置
と
確
保
に
つ
い
て
、
今

後
も
計
画
的
に
進
め
る
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　
「
公
共
施
設
再
配
置
実
行
計
画

の
実
情
と
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
」
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　令和７年第４回定例会（１２月開会）のあとから令和８年第１回定例会（３月開会）までの間
における常任委員会の活動をお知らせします。

産
業
文
教
常
任
委
員
会

第
１
回
産
業
文
教
常
任
委
員
会

【
２
月
４
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
農
業
の
現
状
と
今
後
の
農
業

振
興
に
つ
い
て
」
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
及
び

湧
別
町
農
業
協
同
組
合
を
訪
問

し
、
各
組
織
の
概
要
、「
中
期
農

業
振
興
計
画
・
経
営
計
画
」、
農

家
戸
数
、
農
地
面
積
、
乳
牛
頭
数
、

販
売
取
扱
高
な
ど
の
説
明
を
そ
れ

議会・各委員会は傍聴が可能です。議会・各委員会は傍聴が可能です。
　湧別町議会が開催する、議会（定例会年 4回、臨時会随時）、全員協議会、委員会（議会運営委員会、
総務厚生常任委員会、産業文教常任委員会、広報編集特別委員会など）は、傍聴できます。
　以下の注意事項を確認のうえご参加ください。
　・委員会については事前に議会事務局（01586-2-2130）に申し込みが必要です。

ぞ
れ
の
担
当
者
よ
り
受
け
、
湧
別

町
の
酪
農
業
と
畑
作
業
の
現
況
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
と

発
展
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
規
就
農
対
策
に
つ
い

て
、
農
政
課
担
当
者
よ
り
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　
「
水
産
業
の
現
状
と
今
後
の
水

産
振
興
に
つ
い
て
」
を
調
査
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
１
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
の
様
子

湧
別
町
農
業
協
同
組
合
訪
問
の
様
子
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湧別町ホームページ
会議録閲覧

（２次元コード）
湧別町議会会議録がホームページで閲覧できます湧別町議会会議録がホームページで閲覧できます
議会会議録は町ホームページにて閲覧することができます。
ただし、過去（令和５年以前）の会議録の閲覧をご希望の際は、下記閲覧場所
にて職員にお申出ください。

【閲覧場所】　議会事務局（役場上湧別庁舎３階）、湧別図書館、中湧別図書館

議会の活動議会の活動 令和８年２月～４月

２月　２日（月）
４日（水）
５日（木）
９日（月）

１１日（水）
１２日（木）
２２日（日）
２７日（金）

２８日（土）
３月　１日（日）

３日（火）

４日（水）
７日（土）

１２日（木）
１７日（火）
２７日（金）
３０日（月）

４月　２日（木）

３日（金）
６日（月）
７日（火）
８日（水）

１７日（金）

２１日（火）
２３日（木）

遠軽地区広域組合議会臨時会（遠軽町）
第１回産業文教常任委員会
第１回総務厚生常任委員会
オホーツク管内町村議会議長会定期総会（遠軽町）
上湧別神社建国記念祭
第２回議会全員協議会
第４０回湧別原野オホーツククロスカントリースキー大会表彰式
第３回議会運営委員会
第２回議会臨時会
自衛隊入隊・入隊予定者壮行激励会（遠軽町）
第７１回湧別高等学校卒業証書授与式
遠軽地区広域組合議会定例会（遠軽町）
第４回議会運営委員会
第１回議会定例会（～１１日）
株式会社渡辺組創業１２０周年感謝の夕べ（遠軽町）
第２５普通科連隊長送別会（遠軽町）
湧別町宿泊交流施設ＹｕｒａＹｕｂｅｔｓｕ試食会
認定こども園みのり卒園証書授与式
第３回議会全員協議会
認定こども園みのり入園式
第２５普通科連隊長歓迎会（遠軽町）
湧別町アクティブチャレンジ実行委員会役員会
湧別町立各義務教育学校　入学式
遠軽地区総合開発期成会総会（遠軽町）
湧別高等学校入学式
湧別町自衛隊協力会総会
湧別町アクティブチャレンジ実行委員会総会
湧別町交通安全推進委員会総会
遠軽地区交通安全協会湧別支部総会
湧別町安心のまちづくり協議会総会
湧別町観光協会通常総会
オホーツク紋別空港利用・整備促進期成会監査
第２回議会広報編集特別委員会
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湧別高等学校　中條校長先生にお聞きします
　今春、全国から第１期生（新１年生）を迎え、学生寮（湧別町宿泊交流施設 Yura Yubetsu）の運
営がスタート、さらには新１年生学級が２間口となるなど、新たな取り組みが話題を集めている湧別
高等学校。
　そこで、４月に着任された　中條尚志校長先生　にインタビューをしてきました。

生徒数を維持していくために、どのような取り組み
を考えていますか？

寮生活をされている生徒たちの学校生活はど
うですか？

宿泊交流施設  Yura Yubetsu
校長先生は今年度着任されましたが、学校の
雰囲気はどうですか？

『地域ぐるみの教育』、『生徒たちに寄り添った愛情
ある教育』、『Yura　Yubetsu で安心・安全に暮ら
せること』をインスタグラムや写真展を通じて多く
の方々に伝えていきたいと構想中です。

11 名の生徒がみんな「楽しい」と話してく
れています。

すばらしい！生徒の表情がいい！愛情を注が
れて安心して過ごされていると感じました。

（担当　村瀨直由委員　大野真紀委員）
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